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論文要
に誰にとっての悪なのかを、貧困者の現場から模索する。
それは「貧困をひらく」ことであり、自明化した概念にと
らわれることなく、現実から貧困現象の実態を捉える作業
である。
障害とリハビリテーションをとりまく人類学
　隣接分野の知見も援用すると上述した通り、対象にふれ、
向き合うことから始める臨床心理学的思考と実践は、人類
学が対象と向き合うよりも具体から立ち上げられており、
前提となるのはパラダイムではなく現場である。こうした
学の知見を併せることで本稿では、①「社会的弱者」の現
実を解剖することで概念の自明化の実態を明らかにし、②
「概念の自明化」と「専門知を閉じ込めておくこと」に慣れ
てしまった「われわれ」をリハビリテーションし、③「社
会的弱者」とそれをとりまく外部の人間の共生の道筋を実
践的に探っている。
強者あるいは専門家の論理構造について
　貧困を悪とする人びとの論理、すなわち貧困を解消しよ
うと躍起になる貧困外部者や開発者はいかなる論理構想で
生き、なぜそうした論理がつくられるのか、その生成過程
を見るために、貧困環境下において実施され、筆者が携わっ
てきた障害児リハビリテーションの地域展開の現場調査か
ら考える。医療技術集団と貧困を、現代世界の「先端」と
「停滞」と言い換えることができるなら、その両極端に位置
する世界の交流を、障害児をとりまくリハビリテーション
計画から考察している。これはすなわち「専門知（強者の
論理の背景）の生成過程を見、ひらき、つなぐ」作業であ
る。
　そうして最後に、ひらかれた貧困概念と、実践に即利用
できるようなひらかれた専門知をもちいて、現実の「社会
的弱者」の生活環境と空間をあらためてとらえていく作業
を行い、可能な共生のありかた＝専門知のリハビリテー
ションを提示している。
エスノグラフィーの手法の可能性
　これまで半世紀以上にわたって構造的に変わらなかった
支援における急勾配な関係性（支援者の圧倒的優位性とそ
れを疑いにくい構造、それに基づく関係性）についての批
判と自省の研究は多くある。だが、強すぎる批判力は何も
生まず、自省しすぎることは偏りを生じさせる。本研究の
＜開発現場「の」人類学＞と＜開発現場「で」人類学＞の
二段構えで地域リハビリテーション（CBR）という実践を
とらえる試みは、多少なりともこの分野の「ありがちな議
論」を新しくするものと自負する。“鳥の目”すなわちプロ
ジェクトを俯瞰しつつファシリテートする（導く）立場か
らの民族誌を描き、いっぽう後者については二次元すなわ
ち“獣の目”で巻き込まれ、喜怒哀楽をつつみ隠さず描く
ことで、先への見通しを手放すことなく、しかしながらもっ
と手前の、当たり前すぎて疑えない構造ができていること
を発見し、自覚的になれるであろうことを導き出した。
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